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報道関係各位 

フリーランスとして働く人の意識・実態調査2024 

「物価上昇で業務に必要なコストが上昇した」49.7% 

一方で報酬が「変わらない」は74.8%、「引き下げられた」は14.6% 

フリーランスのコスト上昇分の適切な転嫁は進まず 

日本労働組合総連合会（略称：連合、所在地：東京都千代田区、会長：芳野 友子）は、この度、フリーランス

として働く人の意識と実態を把握するため、「フリーランスとして働く人の意識・実態調査2024」を2024年6月12

日～6月19日の8日間でインターネットリサーチにより実施し、全国の20歳以上の男女でフリーランス（※）として

働く人1,000名の有効サンプルを集計しました（調査協力機関：ネットエイジア株式会社）。 

※フリーランスを本業として仕事をしている人を対象 

【調査結果のポイント】 

≪フリーランスとしての働き方の実感について≫ 

◆ 「近年の物価上昇によって業務に必要なコストが上昇した」49.7%、 

一方、昨年の 12月以前と比較した報酬の変化では 

「変わらない」は 74.8%、「引き下げられた」は 14.6% 

◆ フリーランスとしての働き方満足度 

「仕事全体」は 52.8%、「仕事内容・質」は 56.0%、「労働時間」は 54.4%、 

「働きがい・やりがい」は 62.5%、「プライベートとの両立」は 65.6%が満足 

一方「収入」は 26.3%にとどまる結果に 

◆ フリーランスとしての働き方についての将来への展望 

比較的若い世代で昨年に比べ大幅な下降 

20代では 13.5ポイント、30代では 14.7ポイント、40代では 13.2ポイント下降 

≪フリーランスとしての仕事上のトラブル経験について≫ 

◆ 「フリーランスとして仕事上でトラブルの経験がある」46.6%、 

クリエイティブ関連では 69.0% 

経験したトラブル TOP2は「不当に低い報酬額の決定」「報酬の支払いの遅延」 

≪仕事中・通勤途中のケガや病気の経験と労災保険の特別加入制度について≫ 

◆ 「仕事中や通勤途中に、休業しなければならないような 

ケガや病気を患ったことがある」20.0%、営業・販売関連では 30.2% 

◆ “労災保険の特別加入制度”の利用意向率は 

仕事中・通勤途中に休業しなければならないようなケガや病気を患ったことがある人

では 37.5%、ケガや病気を患ったことがない人（17.1%）と比べて 2倍以上 

2024年 8月 5日 
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◆フリーランスとしての働き方の実感について（p.5-p.9） 

・フリーランスとしての働き方満足度 「仕事全体」は52.8%、「仕事内容・質」は56.0%、 

「労働時間」は54.4%、「働きがい・やりがい」は62.5%、「プライベートとの両立」は65.6%が満足 

一方「収入」は26.3%にとどまる結果に 

・フリーランスとしての働き方についての将来への展望 比較的若い世代で昨年に比べ大幅な下降 

20代では13.5ポイント、30代では14.7ポイント、40代では13.2ポイント下降 

・「近年の物価上昇によって生活が苦しくなった」59.8%、暮らし・学び関連では72.5% 

・「近年の物価上昇によって業務に必要なコストが上昇した」49.7%、クリエイティブ関連では59.2% 

・「今年1月から5月までの間に、昨年の12月以前と比較して報酬が引き下げられた」14.6% 

◆フリーランスとしての仕事上のトラブル経験について（p.10） 

・「フリーランスとして仕事上でトラブルの経験がある」46.6%、クリエイティブ関連では69.0% 

経験したトラブルTOP2は「不当に低い報酬額の決定」「報酬の支払いの遅延」 

◆仕事中・通勤途中のケガや病気の経験と労災保険の特別加入制度について（p.11-p.14） 

・「仕事中や通勤途中に、休業しなければならないようなケガや病気を患ったことがある」20.0%、 

営業・販売関連では30.2% 

・仕事中や通勤途中に休業しなければならないようなケガや病気を患った際の休業期間 

ケガや病気を患ったことがある人の46.0%が「1カ月超」と回答 

・“労災保険の特別加入制度”の利用意向率は 

仕事中・通勤途中に休業しなければならないようなケガや病気を患ったことがある人では37.5%、 

ケガや病気を患ったことがない人（17.1%）と比べて2倍以上 

・労災保険の特別加入制度の利用について“利用したいと思わない”“わからない”と回答した理由 

1位「制度がよくわからないから」、制度内容の周知に課題 

・フリーランスがより働きやすくなるために必要だと思うこと 

1位「フリーランスの立場や権利を守る法律の整備」2位「フリーランスが利用できる福利厚生」 

3位「所得が補償される制度・仕組み」4位「老後の支えとなる年金制度」 

◆連合について（p.15） 

・「連合（日本労働組合総連合会）について活動内容まで知っている」6.8%、20代では3.3%にとどまる 

活動内容として知っているもの 1位「春季生活闘争（春闘）の実施」 

2位「労働組合づくり支援・労働相談の実施」「労働政策に関する政府審議会への参加」 

◆回答者の基本的属性（p.16-p.17） 
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日本労働組合総連合会 

副事務局長 北野 眞一 

 

 

連合は、フリーランスなどの「曖昧な雇用」で働く人に対して、労働関係法令の適用や労働者概念の見直し、

個別法の整備等、法的保護の強化を求めるとともに、連合とフリーランスが緩やかにつながることができる

Webサイト「Wor-Q」やネットワーク会員制度や共済制度を展開し、すべての働く仲間をつなぎ、まもる取り組み

を進めてきました。 

 

またフリーランスの課題解決に向けた多方面の様々な立場から意見を聴く場として立ち上げた「Wor-Qアド

バイザリーボード」の開催や「フリーランスサミット」を通じた情報発信に取り組んでいます。 

 

今回の調査はフリーランスの働き方の実態と意識を捉え、その取り巻く環境にどのような課題があるのかを

把握することを目的に実施しました。調査結果は、連合のフリーランスを支える取り組みに活かしています。 

 

一方、この度、2024年11月1日から、これまで建設業の一人親方などに限られていた労災保険の特別加入

制度に、業務委託を受けるフリーランス（特定受託事業主）が加入できるようになることを受け、連合は労災保

険の特別加入団体（連合フリーランス労災保険センター）を設立し、フリーランスのセーフティネット拡充の取り

組みに対応する準備をすすめています。 

今回の調査結果から、労災保険の特別加入制度に対する認知に課題はあるものの、一定のニーズがあると

いうことが確認できました。 

 

連合は「すべての働く仲間の『必ずそばにいる存在』」として、フリーランスが安心して働くことができる社会の

実現のために引き続き取り組んでまいります。 

  

調査に関するコメント 
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（仕事内容の職種内訳） 

【文化・芸能・芸術】 

俳優／ダンサー／音楽家／声優／タレント／デザイナー・イラストレーター／アニメーター／ライター／カメラマン／

文筆家／ラジオ DJ／文学／美術・写真・デザイン／演劇・舞踊／漫画、アニメーション／伝統的な芸能（雅楽、能楽、

文楽、歌舞伎、組踊、邦楽等）／芸能（講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱）／生活文化・国民娯楽（茶道、華道、書

道、食文化、囲碁・将棋等）／公演、展示、映画・映像等にかかる専門分野（演出、監督、振付、美術、照明、音響、

制作等）／その他エンターテイナー 

【営業・販売関連】 

営業／接客／販売 等 

【事務・ビジネス関連】 

秘書／各種事務サポート／広報・マーケティング／リサーチ・分析／人事スペシャリスト／経理・財務スペシャリスト

／総務スペシャリスト／経営管理スペシャリスト／経営コンサルタント／士業 等 

【IT関連】 

IT コンサルタント／システムエンジニア／データアナリスト・データエンジニア／プログラマー／WEBデザイナー 等 

【クリエイティブ関連】 

編集／DTP／ライター／設計・製図 等 

【理・美容関連】 

美容師／エステティシャン／ネイリスト／スタイリスト／メイクアップアーティスト 等 

【暮らし・学び関連】 

ベビーシッター・保育／教育／習い事講師／ハウスキーパー（家事全般）／料理 等 

【からだ・健康関連】 

医療・看護・薬事／介護／スポーツトレーナー・インストラクター／鍼灸・マッサージ 等 

【ものづくり・ものはこび関連】 

製造・工作／建築・建設／運送 等 

【コミュニケーション関連】 

通訳・翻訳／観光ガイド・バスガイド 等 

【その他専門職】 

その他 
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≪フリーランスとしての働き方の実感について≫ 

◆フリーランスとしての働き方満足度 「仕事全体」は52.8%、「仕事内容・質」は56.0%、 

「労働時間」は54.4%、「働きがい・やりがい」は62.5%、「プライベートとの両立」は65.6%が満足 

一方「収入」は26.3%にとどまる結果に 

 

全国の 20 歳以上の男女でフリーランスとして働く人 1,000 名（全回答者）に、フリーランスとしての働き方の

実感について質問しました。 

 

まず、全回答者（1,000 名）に、フリーランスとしての働き方について、どのくらい満足しているか聞いたところ、

【仕事全体的に】では「非常に満足している」が 16.3%、「やや満足している」が 36.5%で合計した『満足してい

る（計）』は 52.8%、「全く満足していない」が 5.7%、「あまり満足していない」が 10.8%で合計した『満足してい

ない（計）』は 16.5%となりました。フリーランスとして働く人の大半が、自身の働き方に対し充実感や納得感を

抱きながら仕事をしているようです。 

世代別にみると、満足している人の割合が最も高くなったのは 60 代以上（63.2%）、最も低くなったのは 40

代（44.5%）でした。 

仕事内容別にみると、満足している人の割合は、からだ・健康関連（62.8%）やコミュニケーション関連

（60.6%）では 6割を超えた一方、文化・芸能・芸術関連（49.3%）や IT関連（47.5%）、ものづくり・ものはこび関

連（48.1%）では半数未満にとどまりました。 
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昨年の調査結果（※）と世代別に比較すると、満足している人の割合はいずれの世代でも下降しており、40

代では 7.5ポイントの下降（2023年 52.0%、2024年 44.5%）と下降幅が最も大きくなりました。 

※日本労働組合総連合会『フリーランスの契約に関する調査 2023』（2023年 1月 23日発表） 

 

 

 

【仕事内容・質】では『満足している（計）』は 56.0%、【労働時間】では『満足している（計）』は 54.4%とどちら

も半数を超えた一方、【収入】では『満足している（計）』は 26.3%と 3割未満にとどまりました。 

 

 

 

 

また、【働きがい・やりがい】では『満足している（計）』は 62.5%、【プライベートとの両立】では『満足している

（計）』は 65.6%となりました。 

 

 

  

57.0
52.0 52.0 55.5

63.5

51.7 50.0
44.5

54.1
63.2

0%

25%

50%

75%

100%
2023年 2024年フリーランスとしての働き方について、【仕事全体的に】満足している人の割合 ［単一回答形式］

（n=200） （n=120） （n=200） （n=220） （n=200） （n=220） （n=200） （n=220） （n=200） （n=220）

20代 30代 40代 50代 60代以上

21.3

21.7

7.8

34.7

32.7

18.5

29.0

27.3

25.2

10.5

13.1

25.7

4.5

5.2

22.8

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

全体【n=1000】

全体【n=1000】

非常に満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない 全く満足していない

フリーランスとしての働き方について、どのくらい満足しているか ［各単一回答形式］

仕事内容・質

労働時間

収入

満足して
いる
（計）

満足して
いない
（計）

56.0 15.0

54.4 18.3

26.3 48.5

27.1

28.5

35.4

37.1

26.2

23.1

7.8

7.4

3.5

3.9

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

全体【n=1000】

非常に満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない 全く満足していない

フリーランスとしての働き方について、どのくらい満足しているか ［各単一回答形式］

働きがい・やりがい

プライベートとの両立

満足して
いる
（計）

満足して
いない
（計）

62.5 11.3

65.6 11.3



 

 
7 

Press Release 

◆フリーランスとしての働き方についての将来への展望 比較的若い世代で昨年に比べ大幅な下降 

20代では13.5ポイント、30代では14.7ポイント、40代では13.2ポイント下降 

 

フリーランスとしての働き方について、将来への展望はどのくらいあるか聞いたところ、「とてもある」が 9.7%、

「少しある」が 18.6%で合計した『ある（計）』は 28.3%、「全くない」が 14.3%、「あまりない」が 19.4%で合計し

た『ない（計）』は 33.7%となりました。 

世代別にみると、将来への展望があると回答した人の割合が最も高くなったのは 60 代以上（33.6%）、最も

低くなったのは 40代（21.8%）でした。 

仕事内容別にみると、将来への展望があると回答した人の割合は、からだ・健康関連（37.2%）では約 4割と

なったのに対し、暮らし・学び関連（19.6%）では 2割未満にとどまりました。 

 

 

昨年の調査結果と世代別に比較すると、将来への展望があると回答した人の割合は、20 代では 13.5 ポイ

ントの下降（2023 年 43.5%、2024 年 30.0%）、30 代では 14.7 ポイントの下降（2023 年 41.5%、2024 年

26.8%）、40代では 13.2ポイントの下降（2023年 35.0%、2024年 21.8%）と、40代以下で大幅な下降となり

ました。 
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IT関連【n=80】

クリエイティブ関連【n=71】

理・美容関連【n=28】

暮らし・学び関連【n=51】

からだ・健康関連【n=78】

ものづくり・ものはこび関連【n=52】

コミュニケーション関連【n=33】

その他【n=214】

とてもある 少しある どちらともいえない あまりない 全くない

フリーランスとしての働き方について、将来への展望はどのくらいあるか ［単一回答形式］

仕
事
内
容
別

*n数が30未満の属性は参考値

ある
（計）

ない
（計）

28.3 33.7

30.0 34.2

26.8 30.5

21.8 42.3

30.0 34.1

33.6 27.7

25.0 37.2

30.2 27.9

25.8 21.0

22.5 36.3

29.6 42.3

17.9 39.3

19.6 47.1

37.2 29.5

21.2 38.5

30.3 27.3

36.4 27.6

世
代
別

43.5
41.5

35.0

28.5 28.0
30.0

26.8

21.8

30.0
33.6

0%

25%

50%
2023年 2024年

フリーランスとしての働き方について、将来への展望がある人の割合 ［単一回答形式］

（n=200） （n=120） （n=200） （n=220） （n=200） （n=220） （n=200） （n=220） （n=200） （n=220）

20代 30代 40代 50代 60代以上
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◆「近年の物価上昇によって生活が苦しくなった」59.8%、暮らし・学び関連では72.5% 

◆「近年の物価上昇によって業務に必要なコストが上昇した」49.7%、クリエイティブ関連では59.2% 

◆「今年1月から5月までの間に、昨年の12月以前と比較して報酬が引き下げられた」14.6% 

 

物価上昇の影響について質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、近年の物価上昇によって生活は苦しくなったか聞いたところ、「非常に苦しくなった」

が 24.2%、「やや苦しくなった」が 35.6%で合計した『苦しくなった（計）』は 59.8%、「全く苦しくなっていない」が

5.8%、「あまり苦しくなっていない」が 8.1%で合計した『苦しくなっていない（計）』は 13.9%、「どちらともいえな

い」は 26.3%となりました。物価上昇が生活に対し悪影響を及ぼしているケースが多いようです。 

仕事内容別にみると、生活が苦しくなった人の割合は、暮らし・学び関連（72.5%）が最も高くなり、クリエイテ

ィブ関連（66.2%）、ものづくり・ものはこび関連（65.4%）が続きました。 

 

 

 

近年の物価上昇によって業務に必要なコストは上昇したか聞いたところ、「非常に上昇した」が 14.5%、「や

や上昇した」が 35.2%で合計した『上昇した（計）』は 49.7%、「全く上昇していない」が 7.0%、「あまり上昇して

いない」が 11.9%で合計した『上昇していない（計）』は 18.9%、「どちらともいえない」は 31.4%となりました。 

仕事内容別にみると、業務に必要なコストが上昇した人の割合は、多くの層で半数を超えており、クリエイテ

ィブ関連（59.2%）では 6割でした。 

 

 

  

24.2

30.6

27.9

14.5

20.0

23.9

21.4

17.6

24.4

28.8

15.2

21.5

35.6

34.4

34.9

38.7

41.3

42.3

42.9

54.9

35.9

36.5

24.2

28.0

26.3

26.4

23.3

24.2

21.3

21.1

21.4

19.6

30.8

21.2

36.4

31.3

8.1
6.3

2.3

14.5

7.5

7.0

7.1

7.8
5.1

9.6

12.1

10.7

5.8

2.4
11.6

8.1

10.0

5.6

7.1

3.8
3.8

12.1

8.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

文化・芸能・芸術関連【n=288】

営業・販売関連【n=43】

事務・ビジネス関連【n=62】

IT関連【n=80】

クリエイティブ関連【n=71】

理・美容関連【n=28】

暮らし・学び関連【n=51】

からだ・健康関連【n=78】

ものづくり・ものはこび関連【n=52】

コミュニケーション関連【n=33】

その他【n=214】

非常に苦しくなった やや苦しくなった どちらともいえない

あまり苦しくなっていない 全く苦しくなっていない

近年の物価上昇によって生活は苦しくなったか ［単一回答形式］

仕
事
内
容
別

*n数が30未満の属性は参考値

苦しく
なった
（計）

苦しくなっ
ていない
（計）

59.8 13.9

64.9 8.7

62.8 14.0

53.2 22.6

61.3 17.5

66.2 12.7

64.3 14.3

72.5 7.8

60.3 9.0

65.4 13.5

39.4 24.2

49.5 19.2

14.5

16.0

20.9

6.5

13.8

12.7

25.0

9.8

12.8

15.4

15.2

14.5

35.2

37.8

34.9

45.2

30.0

46.5

35.7

39.2

33.3

42.3

27.3

26.2

31.4

29.5

30.2

27.4

35.0

26.8

25.0

25.5

42.3

26.9

24.2

36.0

11.9

11.1

9.3

9.7

10.0

9.9

7.1

15.7

7.7

13.5

24.2

14.5

7.0

5.6

4.7

11.3

11.3

4.2

7.1

9.8

3.8

1.9

9.1

8.9

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

文化・芸能・芸術関連【n=288】

営業・販売関連【n=43】

事務・ビジネス関連【n=62】

IT関連【n=80】

クリエイティブ関連【n=71】

理・美容関連【n=28】

暮らし・学び関連【n=51】

からだ・健康関連【n=78】

ものづくり・ものはこび関連【n=52】

コミュニケーション関連【n=33】

その他【n=214】

非常に上昇した やや上昇した どちらともいえない

あまり上昇していない 全く上昇していない

近年の物価上昇によって業務に必要なコストは上昇したか ［単一回答形式］

仕
事
内
容
別

*n数が30未満の属性は参考値

上昇した
（計）

上昇して
いない
（計）

49.7 18.9

53.8 16.7

55.8 14.0

51.6 21.0

43.8 21.3

59.2 14.1

60.7 14.3

49.0 25.5

46.2 11.5

57.7 15.4

42.4 33.3

40.7 23.4
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今年 1 月から 5 月までの間に、昨年の 12 月以前と比較して報酬は引き上げられたか聞いたところ、「引き

上げられた」が 2.3%、「やや引き上げられた」が 8.3%で合計した『引き上げられた（計）』は 10.6%、「引き下げ

られた」が 5.9%、「やや引き下げられた」が 8.7%で合計した『引き下げられた（計）』は 14.6%、「変わらない」は

74.8%となりました。 

仕事内容別にみると、報酬が引き下げられた人の割合は、営業・販売関連（23.3%）とコミュニケーション関

連（21.2%）では 2割を超えました。 

 

 

 

 

ここで、近年の物価上昇によって業務に必要なコストが上昇したにも関わらず、昨年の 12 月以前と比較して

報酬が引き上げられていない人の割合（※）をみると、全体では 44.4%となり、仕事内容別ではものづくり・もの

はこび関連（53.8%）が最も高くなり、クリエイティブ関連（50.7%）でも半数を超えました。 

※“近年の物価上昇によって業務に必要なコストは上昇したか”で「非常に上昇した」「やや上昇した」、“今年 1月から 5月までの

間に、昨年の 12 月以前と比較して報酬は引き上げられたか”で「変わらない」「やや引き下げられた」「引き下げられた」と回答し

た人の割合 

 

  

2.3

2.1

2.3

1.6

5.0

1.4

3.8

6.1

2.8

8.3

8.3

14.0

8.1

7.5

11.3

14.3

9.8

12.8

1.9

9.1

5.1

74.8

75.0

60.5

80.6

75.0

77.5

75.0

84.3

67.9

78.8

63.6

75.7

8.7

8.0

16.3

3.2

7.5

7.0

3.6

5.9

9.0

13.5

15.2

9.8

5.9

6.6

7.0

6.5

5.0

2.8

7.1

10.3

1.9

6.1

6.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

文化・芸能・芸術関連【n=288】

営業・販売関連【n=43】

事務・ビジネス関連【n=62】

IT関連【n=80】

クリエイティブ関連【n=71】

理・美容関連【n=28】

暮らし・学び関連【n=51】

からだ・健康関連【n=78】

ものづくり・ものはこび関連【n=52】

コミュニケーション関連【n=33】

その他【n=214】

引き上げられた やや引き上げられた 変わらない

やや引き下げられた 引き下げられた

今年1月から5月までの間に、昨年の12月以前と比較して報酬は引き上げられたか ［単一回答形式］

仕
事
内
容
別

*n数が30未満の属性は参考値

引き上げ
られた
（計）

引き下げ
られた
（計）

10.6 14.6

10.4 14.6

16.3 23.3

9.7 9.7

12.5 12.5

12.7 9.9

14.3 10.7

9.8 5.9

12.8 19.2

5.8 15.4

15.2 21.2

7.9 16.4

44.4
47.6 48.8

45.2
41.3

50.7 50.0
45.1

39.7

53.8

42.4
36.9

0%

25%

50%

75%

近年の物価上昇によって業務に必要なコストが上昇したにも関わらず、

昨年の12月以前と比較して報酬が引き上げられていない人の割合

（n=1000） （n=288） （n=43） （n=62） （n=80） （n=71） （n=28） （n=51） （n=78） （n=52） （n=33） （n=214）

全体 文化・
芸能・
芸術
関連

営業・
販売
関連

事務・
ビジネス
関連

IT関連 クリエイ
ティブ
関連

理・美容
関連

暮らし・
学び関連

からだ・
健康
関連

もの
づくり・
もの
はこび
関連

コミュニ
ケーショ
ン関連

その他
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≪フリーランスとしての仕事上のトラブル経験について≫ 

◆「フリーランスとして仕事上でトラブルの経験がある」46.6%、クリエイティブ関連では69.0% 

経験したトラブルTOP2は「不当に低い報酬額の決定」「報酬の支払いの遅延」 

 

仕事上のトラブル経験について質問しました。 

 

全回答者（1,000 名）に、フリーランスとして仕事上でトラブルの経験があるか聞いたところ、「ある」は 46.6%、

「ない」は 53.4%となりました。 

仕事内容別にみると、トラブルの経験がある人の割合は、クリエイティブ関連（69.0%）が突出して高くなり、

文化・芸能・芸術関連（57.6%）、営業・販売関連（51.2%）が続きました。 

 

 

フリーランスとして仕事上でトラブルの経験がある人（466 名）に、トラブルの内容を聞いたところ、「不当に低

い報酬額の決定」（28.8%）が最も高くなり、「報酬の支払いの遅延」（25.8%）が続きました。次いで高くなった

のは、「一方的な仕事の取消し」（25.1%）、「報酬の不払い・過少払い」（24.9%）、「一方的な仕事内容の変更」

（20.2%）でした。 

  

46.6

57.6

51.2

48.4

40.0

69.0

39.3

47.1

33.3

36.5

48.5

33.2

53.4

42.4

48.8

51.6

60.0

31.0

60.7

52.9

66.7

63.5

51.5

66.8

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

文化・芸能・芸術関連【n=288】

営業・販売関連【n=43】

事務・ビジネス関連【n=62】

IT関連【n=80】

クリエイティブ関連【n=71】

理・美容関連【n=28】

暮らし・学び関連【n=51】

からだ・健康関連【n=78】

ものづくり・ものはこび関連【n=52】

コミュニケーション関連【n=33】

その他【n=214】

ある ない

フリーランスとして仕事上でトラブルの経験があるか

仕
事
内
容
別

*n数が30未満の属性は参考値

28.8
25.8 25.1 24.9

20.2 18.9
14.4 12.7 12.4 10.9

0%

25%

50%

全体【n=466】

フリーランスとして仕事上で経験したトラブル ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

対象：フリーランスとして仕事上でトラブルの経験がある人

不当に
低い

報酬額の
決定

報酬の
支払いの
遅延

一方的な
仕事の
取消し

報酬の
不払い・
過少払い

一方的な
仕事
内容の
変更

修正・
やり直しの
繰り返しの
要求

納期や
技術的
に等
無理な
注文

契約で
定めた
範囲を
超えた
無理・
無茶な
要求

精神的な
攻撃

（脅迫・中傷・

名誉棄損・侮辱・

ひどい暴言）

仕事の
関係性の
中での
不快感を
感じるよう
なプライ
ベートな
要求

（強引に会食に

誘われる、

交際の要求、

つきまとい等）
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≪仕事中・通勤途中のケガや病気の経験と労災保険の特別加入制度について≫ 

◆「仕事中や通勤途中に、休業しなければならないようなケガや病気を患ったことがある」20.0%、 

営業・販売関連では30.2% 

◆仕事中や通勤途中に休業しなければならないようなケガや病気を患った際の休業期間 

ケガや病気を患ったことがある人の46.0%が「1カ月超」と回答 

 

業務に関連したケガや病気の経験について質問しました。 

 

全回答者（1,000 名）に、仕事中や通勤途中に、休業しなければならないようなケガや病気を患ったことはあ

るか聞いたところ、「ある」は 20.0%、「ない」は 80.0%となりました。 

仕事内容別にみると、「ある」と回答した人の割合は、営業・販売関連（30.2%）が最も高くなり、ものづくり・も

のはこび関連（26.9%）、クリエイティブ関連（26.8%）が続きました。 

 

 
 

 

仕事中や通勤途中に、休業しなければならないようなケガや病気を患ったことがある人（200 名）に、その際、

どれくらいの期間働けなくなったか聞いたところ、「1 週間超～1 カ月以内」（31.0%）が最も高くなり、「1 カ月超

～6 カ月以内」（24.5%）、「4 日～1 週間以内」（13.5%）が続きました。また、『1 カ月超』（「1 カ月超～6 カ月以

内」から「それ以上」までの合計）は 46.0%でした。 

 

 

  

20.0

22.6

30.2

19.4

18.8

26.8

17.9

17.6

14.1

26.9

24.2

13.6

80.0

77.4

69.8

80.6

81.3

73.2

82.1

82.4

85.9

73.1

75.8

86.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

文化・芸能・芸術関連【n=288】

営業・販売関連【n=43】

事務・ビジネス関連【n=62】

IT関連【n=80】

クリエイティブ関連【n=71】

理・美容関連【n=28】

暮らし・学び関連【n=51】

からだ・健康関連【n=78】

ものづくり・ものはこび関連【n=52】

コミュニケーション関連【n=33】

その他【n=214】

ある ない

仕事中や通勤途中に、休業しなければならないようなケガや病気を患ったことはあるか ［単一回答形式］

仕
事
内
容
別

*n数が30未満の属性は参考値

3.0 6.5 13.5 31.0 24.5 9.5 7.0 5.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=200】

1日以内 2日～3日以内 4日～1週間以内 1週間超～1カ月以内

1カ月超～6カ月以内 6カ月超～1年以内 1年超～3年以内 それ以上

仕事中や通勤途中に、休業しなければならないようなケガや病気を患った際、どれくらいの期間働けなくなったか

［単一回答形式］

対象：仕事中や通勤途中に、休業しなければならないようなケガや病気を患ったことがある人 1カ月超

46.0％
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◆“労災保険の特別加入制度”の利用意向率は 

仕事中・通勤途中に休業しなければならないようなケガや病気を患ったことがある人では37.5%、 

ケガや病気を患ったことがない人（17.1%）と比べて2倍以上 

◆労災保険の特別加入制度の利用について“利用したいと思わない”“わからない”と回答した理由 

1位「制度がよくわからないから」、制度内容の周知に課題 

 

“労災保険の特別加入制度”について質問しました。“労災保険の特別加入制度”とは、仕事中または通勤

途上での万が一の病気やケガなどに対して補償する公的制度です。国が提供する制度なので、安心して利用

することができます。仕事中にケガをしても自己負担なく無料で治療が受けられ、治療のために休業した場合

や障害が残った場合にも補償を受けられます。また、万が一仕事中の事故で死亡した場合、一定の遺族にも

補償があります。なお、2024年秋から、“労災保険の特別加入制度”の対象が業務委託を受ける全業種のフリ

ーランスに拡大されることになっています。 

全回答者（1,000 名）に、“労災保険の特別加入制度”を利用したいと思うか聞いたところ、「すでに保険に加

入している」は 3.6%、「利用したいと思う」は 21.2%、「利用したいと思わない」は 36.9%、「わからない」は

38.3%となりました。 

仕事内容別にみると、「利用したいと思う」と回答した人の割合は、営業・販売関連（27.9%）が最も高くなり、

事務・ビジネス関連（27.4%）、ものづくり・ものはこび関連（26.9%）が続きました。 

 

 

仕事中・通勤途中のケガ・病気の経験別にみると、「利用したいと思う」と回答した人の割合は、ケガや病気

を患ったことがある人では 37.5%と、ケガや病気を患ったことがない人（17.1%）と比べて 20.4 ポイント高く、2

倍以上となりました。 
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41.2

39.7

26.9

45.5

38.3
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39.5
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31.3

38.0

35.7

31.4

33.3

34.6

30.3

42.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

文化・芸能・芸術関連【n=288】

営業・販売関連【n=43】

事務・ビジネス関連【n=62】

IT関連【n=80】

クリエイティブ関連【n=71】

理・美容関連【n=28】

暮らし・学び関連【n=51】

からだ・健康関連【n=78】

ものづくり・ものはこび関連【n=52】

コミュニケーション関連【n=33】

その他【n=214】

すでに保険に加入している 利用したいと思う

利用したいと思わない わからない

“労災保険の特別加入制度”を利用したいと思うか ［単一回答形式］

仕
事
内
容
別

*n数が30未満の属性は参考値
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3.9

21.2

37.5

17.1

36.9
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【n=800】

すでに保険に加入している 利用したいと思う

利用したいと思わない わからない

“労災保険の特別加入制度”を利用したいと思うか ［単一回答形式］

仕事中・

通勤途中の

ケガ・病気
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労災保険の特別加入制度の利用について“利用したいと思わない”“わからない”と回答した人（752 名）に、

そのように回答した理由を聞いたところ、「制度がよくわからないから」（31.1%）が最も高くなり、「金銭的な余裕

がないから」（29.7%）、「健康保険証があるから」（25.1%）、「行政的な手続きが面倒・苦手だから」（12.9%）、

「自分は労災事故にあわないから」（12.8%）が続きました。 

世代別にみると、20 代では「制度がよくわからないから」（40.2%）が他の世代と比べて高くなり、制度の周知

が不十分であることがうかがえる結果となりました。また、30 代と 50 代では「金銭的な余裕がないから」（順に

34.5%、35.1%）、60代以上では「健康保険証があるから」（38.4%）が 1位でした。 

仕事内容別にみると、営業・販売関連と事務・ビジネス関連では「健康保険証があるから」（順に 46.7%、

40.0%）、IT 関連とクリエイティブ関連では「金銭的な余裕がないから」（順に 30.6%、38.2%）、ものづくり・もの

はこび関連では同率で「制度がよくわからないから」「金銭的な余裕がないから」「健康保険証があるから」（い

ずれも 37.5%）が 1位でした。 

 

 

  

31.1 29.7

25.1

12.9 12.8 12.5
9.8

7.0

1.9

0%

25%

50%

全体【n=752】

労災保険の特別加入制度の利用について“利用したいと思わない”“わからない”と回答した理由 ［複数回答形式］

対象：労災保険の特別加入制度の利用について“利用したいと思わない”“わからない”と回答した人

*n数が30未満の属性は参考値

n数

制度が
よくわか
らない
から

金銭的な
余裕が
ないから

健康
保険証が
あるから

行政的な
手続きが
面倒・
苦手
だから

自分は
労災
事故に
あわない
から

民間の
保険に
加入して
いるから

災害に
あっても
労災認定
されなさ
そう
だから

保険は
自分には
関係ない
から

その他

全体 752 31.1 29.7 25.1 12.9 12.8 12.5 9.8 7.0 1.9
20代 92 40.2 28.3 17.4 12.0 6.5 4.3 3.3 10.9 4.3
30代 165 30.3 34.5 25.5 12.7 14.5 10.9 7.3 6.1 -
40代 168 31.0 30.4 21.4 16.1 12.5 9.5 11.3 6.5 1.8
50代 168 29.8 35.1 20.2 13.1 14.9 14.9 14.3 6.5 2.4

60代以上 159 28.3 18.9 38.4 10.1 12.6 19.5 10.1 6.9 1.9
文化・芸能・芸術関連 217 39.2 33.6 19.8 10.1 9.7 12.4 10.1 5.5 1.4
営業・販売関連 30 30.0 26.7 46.7 10.0 6.7 13.3 10.0 10.0 6.7
事務・ビジネス関連 45 17.8 33.3 40.0 13.3 8.9 15.6 8.9 13.3 2.2

IT関連 62 25.8 30.6 17.7 16.1 22.6 1.6 12.9 4.8 4.8
クリエイティブ関連 55 30.9 38.2 20.0 21.8 21.8 10.9 10.9 5.5 -
理・美容関連 19 31.6 31.6 10.5 26.3 21.1 10.5 5.3 - -
暮らし・学び関連 37 37.8 24.3 24.3 10.8 13.5 18.9 5.4 - 2.7
からだ・健康関連 57 38.6 28.1 22.8 8.8 10.5 8.8 5.3 5.3 -

ものづくり・ものはこび関連 32 37.5 37.5 37.5 25.0 6.3 15.6 3.1 - -
コミュニケーション関連 25 24.0 16.0 28.0 - 4.0 8.0 20.0 8.0 -

その他 173 22.5 23.1 28.3 12.7 14.5 16.2 11.0 12.1 2.3
■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　（％）

世
代
別

仕
事
内
容
別
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◆フリーランスがより働きやすくなるために必要だと思うこと 

1位「フリーランスの立場や権利を守る法律の整備」2位「フリーランスが利用できる福利厚生」 

3位「所得が補償される制度・仕組み」4位「老後の支えとなる年金制度」 

 

全回答者（1,000 名）に、フリーランスがより働きやすくなるために必要だと思うことを聞いたところ、「フリーラ

ンスの立場や権利を守る法律の整備」（40.0%）が最も高くなり、「フリーランスが利用できる福利厚生（健康診

断や施設利用・旅行の優待サービス、税務・法務サポート、スキルアップ支援、入院見舞金等）」（33.1%）、「所

得が補償される制度・仕組み（病気やケガで働けなくなった際の補償）」（25.3%）、「老後の支えとなる年金制

度」（18.3%）、「雇用保険のような制度・仕組み（失業中の生活の安定を図るための仕組み）」（17.1%）が続き

ました。 

世代別にみると、20代と 30代では「フリーランスが利用できる福利厚生（健康診断や施設利用・旅行の優待

サービス、税務・法務サポート、スキルアップ支援、入院見舞金等）」（順に 37.5%、42.3%）が最も高くなりまし

た。 

仕事内容別にみると、営業・販売関連では「フリーランスの立場や権利を守る法律の整備」と「フリーランスが

利用できる福利厚生（健康診断や施設利用・旅行の優待サービス、税務・法務サポート、スキルアップ支援、入

院見舞金等）」（いずれも 30.2%）が同率で 1 位、からだ・健康関連とものづくり・ものはこび関連では「フリーラ

ンスが利用できる福利厚生（健康診断や施設利用・旅行の優待サービス、税務・法務サポート、スキルアップ

支援、入院見舞金等）」（順に 39.7%、28.8%）が 1位でした。 

 

  

40.0

33.1

25.3

18.3 17.1
13.5 11.5

8.8 7.5 6.8

0%

25%

50%

全体【n=1000】

フリーランスがより働きやすくなるために必要だと思うこと ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

n数

フリーラ
ンスの
立場や
権利を
守る
法律の
整備

フリーラ
ンスが
利用
できる
福利
厚生

（健康診断や

施設利用・

旅行の優待

サービス、

税務・法務

サポート、

スキルアップ

支援、入院

見舞金等）

所得が
補償
される
制度・
仕組み
（病気やケガで

働けなく

なった際の

補償）

老後の
支えと
なる
年金
制度

雇用
保険の
ような
制度・
仕組み
（失業中の

生活の安定を

図るための

仕組み）

発注者
と対等
に交渉
できる
関係・
環境

業界の
古い
慣習の
見直し

権利や
ルール
（著作権や

契約、損害

賠償等）に
関する
知識を
学べる
環境

発注者
への

取り引き
に関す
る正しい
理解の
促進

弁護士
等の
専門家
に気軽
に相談
できる
窓口

全体 1000 40.0 33.1 25.3 18.3 17.1 13.5 11.5 8.8 7.5 6.8
20代 120 32.5 37.5 17.5 12.5 14.2 12.5 12.5 4.2 5.0 6.7
30代 220 36.8 42.3 27.7 14.1 18.2 15.0 7.7 9.1 7.3 5.9
40代 220 38.2 29.5 26.4 23.2 20.5 10.9 12.7 9.5 5.9 5.9
50代 220 45.5 28.6 27.3 17.7 18.2 13.2 13.6 10.9 8.2 6.8

60代以上 220 43.6 29.5 24.1 21.4 13.2 15.5 11.4 8.2 10.0 8.6
文化・芸能・芸術関連 288 47.6 36.8 27.1 16.7 14.9 14.6 16.0 11.5 8.3 6.9
営業・販売関連 43 30.2 30.2 25.6 11.6 23.3 11.6 14.0 4.7 9.3 4.7
事務・ビジネス関連 62 37.1 24.2 27.4 14.5 25.8 12.9 9.7 12.9 6.5 1.6

IT関連 80 40.0 32.5 22.5 12.5 20.0 23.8 5.0 11.3 7.5 5.0
クリエイティブ関連 71 47.9 31.0 29.6 9.9 21.1 16.9 12.7 8.5 14.1 15.5
理・美容関連 28 39.3 28.6 25.0 25.0 25.0 - 14.3 7.1 10.7 3.6
暮らし・学び関連 51 47.1 35.3 37.3 15.7 25.5 13.7 7.8 3.9 3.9 7.8
からだ・健康関連 78 34.6 39.7 26.9 26.9 15.4 5.1 5.1 6.4 3.8 5.1

ものづくり・ものはこび関連 52 26.9 28.8 21.2 23.1 19.2 15.4 21.2 1.9 13.5 5.8
コミュニケーション関連 33 36.4 33.3 30.3 15.2 12.1 9.1 12.1 6.1 - 3.0

その他 214 34.1 30.8 18.7 23.8 11.7 12.6 7.9 8.4 5.6 7.9
■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　（％）

世
代
別

仕
事
内
容
別

*n数が30未満の属性は参考値
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≪連合について≫ 

◆「連合（日本労働組合総連合会）について活動内容まで知っている」6.8%、20代では3.3%にとどまる 

活動内容として知っているもの 1位「春季生活闘争（春闘）の実施」 

2位「労働組合づくり支援・労働相談の実施」「労働政策に関する政府審議会への参加」 

 

全回答者（1,000 名）に、連合（日本労働組合総連合会）を知っているか聞いたところ、「活動内容まで知って

いる」が 6.8%、「名前だけ知っている」が 41.0%で合計した『認知率』は 47.8%、「知らない」は 52.2%となりま

した。 

男女別にみると、活動内容まで知っている人の割合は男性では 9.8%と、女性（3.0%）と比べて 6.8 ポイント

高くなりました。 

世代別にみると、活動内容まで知っている人の割合は若年層で低くなる傾向がみられ、20 代では 3.3%にと

どまりました。 

 

 

連合について活動内容まで知っている人（68 名）に、連合（日本労働組合総連合会）の活動内容として知っ

ているものを聞いたところ、「春季生活闘争（春闘）の実施」（61.8%）が最も高くなり、「労働組合づくり支援・労

働相談の実施」「労働政策に関する政府審議会への参加」（いずれも 48.5%）、「政治活動」「政府・政党などへ

の政策・制度要請」（いずれも 41.2%）が続きました。 
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50代【n=220】

60代以上【n=220】

活動内容まで知っている 名前だけ知っている 知らない

連合（日本労働組合総連合会）を知っているか ［単一回答形式］

男
女
別

認知率

47.8

51.6

43.0

44.2

45.5

43.2

49.5

55.0

世
代
別

61.8

48.5 48.5
41.2 41.2

36.8 33.8 33.8
26.5 25.0

0%

25%

50%

75%

100%

全体【n=68】

連合（日本労働組合総連合会）の活動内容として知っているもの ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

対象：連合について活動内容まで知っている人

春季生活
闘争

（春闘）の
実施

労働組合
づくり
支援・
労働
相談の
実施

労働
政策に

関する政府
審議会
への参加

政治活動 政府・政党
などへの
政策・制度
要請

非正規
雇用の
問題
解決に
向けた
取り組み

フリー
ランスの
支援

社会保障・
税制・教育
制度に
関する
政策・
制度の
取り組み

ジェンダー
平等・
多様性の
推進

国際労働
組合との
推進
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1.性別 

 

 

 

 

 

 

2.年齢 

 

 

 

 

 

 

3.仕事内容 
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ものづくり
・もの
はこび
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その他

回答者の基本的属性 
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4.フリーランスとして働いている時間（週あたり） 

 

 

 

5.フリーランスとして得ている前年度の年収 

 

 

 

6.フリーランスとして働き始めてからの期間 
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注：本調査レポートの百分率表示は小数点第 2位で四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合や、 

全ての内訳を合計しても 100%とならない場合があります。 

 

◆調査タイトル ：フリーランスとして働く人の意識・実態調査 2024 

◆調査対象   ：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 

全国の20歳以上の男女でフリーランス（※）として働く人 

※フリーランスを本業として仕事をしている人を対象 

◆調査期間   ：2024年6月12日～6月19日 

◆調査方法   ：インターネット調査 

◆調査地域   ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル 

◆実施機関   ：ネットエイジア株式会社 

 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 
付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

連合（日本労働組合総連合会） 
 

総合運動推進局 フェアワーク推進局  担当：越智 

TEL ：03-5295-0555 

E メール ：jtuc-fairwork@sv.rengo-net.or.jp 

 

総合企画局 企画局  担当：澤田 

TEL ：03-5295-0510 

E メール ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp 

 

受付時間 ：10時 00分～17時 30分（月～金） 

 

 

組織名 ：連合（日本労働組合総連合会） 

代表者名 ：会長 芳野 友子 

発足 ：1989年 11月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11連合会館 

活動内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 

■■調査概要■■ 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■連合（日本労働組合総連合会） 概要■■ 


